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グ時の筋活動の確認を行った。サンプリング周波数 1000 Hz にて導出された電流・電圧信号は２つの A/D コンバー
ター（PCD300A、PCD320A 共和電業祉製）を介してパーソナルコンピューターに取り込んだ。被験者をフランクフ
ルト平面が床と平行になるように座らせ、オトガイ部に加衝を行った。実験条件は 1）閉口、2）開口、3）クレンチ
ング、4）MG 装着、5）MG 装着してクレンチング、6）早期接触状態の６条件を設定した。衝撃荷重量は 4.1N と設
定した。 
 各測定点で計測された振動は加速度センサーで得られ、波形の最大振幅値（peak to peak 値）と持続時間を求めた。
【50】
















 最大振幅値では閉口と比較し、前頭部・瞳孔間部・顎関節部の全ての部位で MG 装着することにより有意に低い値
を示した。持続時間では閉口と比較し、前頭部・瞳孔間部で MG 装着することにより有意に低い値を示した。生体内
を伝導する加速度が減少し、頭部の回転運動が減少したことから、オトガイ部からの矢状方向に発生する外傷に対し、











に対して MG が有効であることが示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、生体において下顎骨オトガイ部への衝撃が頭頚部へ伝達する様相について分析を行い、咬合状態がどの
ように関与しているか、また、マウスガードにどのような効果があるのかについて明らかにすることを目的とした。 
 その結果、咬合状態の違いは、衝撃を増減させる重要な要因であり、マウスガードは、下顎骨オトガイ部からの衝
撃に対して有効であることが示唆された。 
 以上のことから、本研究は顎顔面への衝撃に対しての生体固有の防御機能ならびに歯科的装置による介入の効果を
明らかにする上で重要な示唆を与えるものであり、博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
